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成田赤十字病院救護班出動！

平成15年11月26日に発生しました夷隅郡天津小湊町清澄山ハイキング客（30名）行方不明事故の際に、医師、看護師、
事務職員で編成した医療救護チーム６名を、現場となった清澄山のふもとにある清澄寺に設置された現地災害対策本部に急
派しました。
不明になったハイキング客は翌27日早朝に無事発見され、待機していた当院救護班による健診を受けられたあと、無事

帰途に着かれました。
以下は、その時出勤した当院中西救急・集中治療科部長の記録です。

その日の朝７：00頃、いつものようにコーヒーをすすりながら
目で新聞を追い、耳でテレビのアナウンサーの声を聞いていまし
た。普段通りの朝でしたが、病院に到着して着替えている最中に
突然ポケットベルで呼ばれ、遭難したハイカー30人の救護に向か
うことになりました。
確かにニュースでは聞いていましたが、まさか自分が実際に現

場に出かけることになるとは…山中で発見されて全員無事という
ことだったけれど、高齢者のグループだし、昨夜は冷え込んでい
たから、「ひょっとしたら重篤な低体温症に陥った人がいるのかも
しれない。」などと考えながら、村田師長、岩佐看護師、三浦看護
師、原主事、伊藤主事と共に病院の救急車で清澄寺に向かいまし
た。

清澄寺まで２時間ほどかかりましたが、高速道路を降り
てからの１時間は曲がりくねった山道で、後部に横向きに
座っていた女性３人はかなり参ったようで、到着して車か
ら降りたときは内心ほっとしていたようです。
ハイカー30人は20分ほど前に到着しており、すでに一

室で休んでいると聞き、早速部屋を訪ねました。扉を開け
ると、皆さん座ってお茶を飲んでおられ、車中で考えた事
態が取り越し苦労であったことが一見してすぐにわかりま
した。
最高齢の方は83歳（！）でしたがとても山中で一夜を過

ごしたとは思えないほどお元気で、むしろ車酔いした我々
の方が顔色不良だった気がします。４人で手分けをして、
問診と脈拍のチェックを行い、必要な方には血圧測定も行
いました。多少血圧が高い方もいらっしゃいましたが自覚
症状はなく、30分ほどで部屋を辞しました。
幸い皆さんご無事で大した活動はしていませんが、今回

の救護活動に参加したことで、なるほど自分は赤十字社で
働いているのだということを実感しました。これまではテ
レビなどで災害報道を見聞きしていても、自分の身近なこ
ととは感じられず、たとえそれが千葉県内の出来事でもど
こか遠い場所のように感じ、現実感を伴っていませんでし
た。最近イラクへの自衛隊派遣問題や、日本人外交官殺害
事件などが頻繁にメディアで取り上げられていますが、自
衛隊を派遣することによって生じる日本への報復テロの危
険や、成田空港の近隣であるという当病院の立地条件など
を考えると、救護要員としていつでも出動できるように精
神的、肉体的、また技能面での準備を常に心がけておく必
要があるのかもしれません。

ハイキング客の状態を調べる中西部長

千葉日報より抜粋（2003年11月28日）



このたび成田赤十字病院に呼吸器外科が新設されまし
た。本広報誌の紙面をお借りして呼吸器外科についてご紹
介させて頂きたいと思います。最初に呼吸器外科の扱う疾
患ですが、呼吸器外科は胸部一般外科とも呼ばれていて胸
部外科のうち専門性の高い心臓血管外科と食道外科を除い
た胸部外科疾患のほぼ全域を対象としています。特に頻度
の高いものは肺癌を代表とした肺悪性腫瘍で他に肺の襄胞
性疾患（自然気胸を含む）、肺の先天性奇形、肺の炎症性
疾患（肺化膿症や膿胸）、縦隔（左右の肺の間にある胸部
の中心部分）の腫瘍や炎症、胸壁の腫瘍、重症筋無力症に
対する胸腺摘出術、胸部外傷（肺挫傷・肺破裂や気管・気
管支損傷、横隔膜破裂）などの患者様の治療を担当させて
頂きます。これらの疾患は比較的重篤なものが多く、時と
して生命にかかわるものもありますが成田赤十字病院は多
くの専門性の高い診療科・スタッフが揃っており呼吸器外
科としてもこれらとの連携・グループ診療を通して質の高
い医療を地域の患者様に提供できるものと確信しております。

肺癌の外科治療
近年生活様式の欧米化に伴い日本でも肺癌は著明に増加

しています。2000年以降はそれまで死因のトップであっ
た胃癌をぬいて年間悪性腫瘍による死亡数のトップになり

以後も年々増加
しています。し
かしながら肺癌
の外科治療成績
も以前に比べ格
段に向上してい
ます。グラフの
左は肺癌の手術
を受けた患者様
の５年生存率を
示しています。

５年生存率とは手術を受けてから５年後まで生存している
患者様の割合で、５年過ぎると再発する心配が少なくなり
一応癌が治ったと考えてもいい時期の患者様の割合です。
1980年以前は肺癌の手術を受けた患者様の26％しか治ら
なかったのにこの10年間では57％と半数以上の患者様が
治る時代になっています。なぜ肺癌の治療成績は向上した
のでしょうか。グラフの右は各年代の手術を受けた患者様
の癌の進行度を示しています。1980年以前に比べて早期
に治療を受ける患者様が圧倒的に多くなり、肺癌の治療成
績向上は画期的な治療法の開発よりむしろ集団検診を初め
とした早期発見・早期治療が肺癌の治療に最も重要である
ということを示しています。現在でも早期発見・早期治療
に勝る治療手段は存在しないのです。肺は胸部レントゲン
写真や胸部ＣＴ検査、更に喀痰細胞診などの簡便な検査で
早期発見が可能です。是非住民検診や人間ドックを利用し
て治る肺癌を手遅れにしないようにしましょう。

胸腔鏡下手術
近年、手術手

技の進歩に伴い
胸腔鏡下手術が
普及していま
す。当病院でも
早期の肺癌、自
然気胸、肺良性
腫瘍などに対し
て積極的に胸腔
鏡下手術を行っております。利点としては傷が小さいこと
や術後早期の痛みが少ないこと、更に入院期間も従来の胸
を大きく開ける開胸手術に比べて短期間ですみます。もち
ろん手術は安全であることと確実に病気を治すことが優先
ですが、治療効果が開胸手術と変わらないものは全例胸腔
鏡を用いた手術を患者様にお勧めしています。

感染対策室からのお知らせ

診療科を新設しました　～呼吸器外科～

成田赤十字病院に感染対策室があるのを、ご存知でしょ
うか。以前、ニュースや新聞等でMRSAやセラチア菌等の
院内感染が話題に上がりました。最近では重症急性呼吸器
症候群（SARS）が有名です。院内感染対策の目的は、①
院内感染から患者さまを守る、②感染事故などから職員を
守る、③病院経営に貢献する、④感染対策を通じ社会に貢
献するの４点にあります。私達は、その為の対策や啓蒙活
動を行っております。
感染予防の基本は、手洗いです。看護師が流水や速乾性

の消毒剤入り石鹸で手指を洗っている姿を良く見かけてい
ませんか？人から人への接触感染や交差感染防止として一
処置一手洗いを実践しているのです。病院内で細菌やウィ
ルスが広がる経路では、“手”が多いのです。
この冬もSARSの再流行が懸念されています。幸い昨冬

は、日本では発症はありませんでしたが、まだまだ油断は
禁物です。SARSの初期症状は、①急激な発熱（38℃以上）
②咳③全身倦怠感、筋肉痛等でインフルエンザと似ている
と言われています。SARS流行時に混乱を避けるため、イ
ンフルエンザワクチンを接種しておくと、インフルエンザ
の重症化を半減することが出来ます。是非ともインフルエ
ンザワクチンの予防接種をお勧めします。又、風邪の季節
は咳が出ているときはマスクをつけましょう。飛沫感染と
いって細菌やウィルスは口からも入
ってきますのでうがいも大事です。
感染予防は、身近なところから始め
られます。当たり前の基本ではあり
ますが、外出後は手洗い・うがいを
していきましょう。



基本理念・基本方針
【基本理念】
・医療の質の向上、安全な医療の提供に努めます
・患者様の権利、医療人としての倫理を守ります
・患者様中心の「こころあたたかい医療」の実践に
努めます

【基本方針】
・地域の皆様から信頼される病院を目指します
・救急医療の充実、より高度な医療の提供に努めます
・地域の医療機関とのより一層の連携（病診連携、
病病連携）に努めます

患者様の権利
私たちは、患者さまの権利を尊重し、最善の医療
の提供に努めます。
１．あなたの尊厳を守ります。
２．適切な医療を受ける権利を尊重します。
３．診療についての十分な情報、説明を受ける権利

を尊重します。
４．自分自身の治療について自分で決定する権利を

尊重します。
５．あなたのプライバシーが守られます。

成田赤十字病院　外来担当医表
診療受付時間　午前８：30～午前11：00（自動再来受付機による再診受付は午前７：00から）但し形成外科は午後12：30から


